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論文内容の要旨
本論文は、「東北方言オノマトペの形態と意味」という標題を掲げ、これまでまとまった研究の少なかっ
た東北方言オノマトペについて研究分析を行ったものである。第 I 部序論から始まり、第E部東北方言
オノマトペの特徴、第E部山形県寒河江市方言オノマトペの形態と意味、第N部東北方言オノマトペの
形態と意味、第V部結論という構成となっている。以下、本論文の構成及び各部各章の要旨を述べる。
本論文の構成
第 I 部序論
第 1 章本論文の目的と方法
1 はじめに
2 オノマトペの定義
3 方言オノマトペとは
4 方言オノマトペ研究の困難さ
5 本論文の目的と方法
6 本研究で行った調査の概要
第 2 章 オノマトペに関する先行研究
l 共通語オノマトペに関する先行研究
2 方言オノマトペに関する先行研究
3 先行研究を踏まえての本論文の意義
第 3 章 音象徴と東北方言オノマトペ
l 音象徴とは
2 様々な音義説について
3 音象徴のレベル
4 本論文における音象徴の扱い
第 E部東北方言オノマ卜ペの特徴
第 4 章 東北方言オノマトペの一般的特徴
1 本章の目的
2 先行研究
3 資料について
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4 形態的側面から見た特徴
5 統語的側面から見た特徴
6 意味的側面から見た特徴
7 まとめと今後の課題
第 5 章 東北方言オノマトベの形態的特徴
-ABCB 型系. ABCD 型系を中心に­
l はじめに
2 考察対象とするオノマトペ
3 ABCB 型オノマトベの種類と特徴
4 AB ラ CB ラ型オノマトペの種類と特徴
5 ABCD 塑系オノマトペの種類と特徴
6 まとめと今後の課題
第 6 章 東北方言オノマトペの意味的特徴
1 はじめに
2 音象徴とオノマトペの意味
3 考察の方法と資料について
4 形態によるオノマトペの意味
5 形態によらないオノマトペの意味
6 まとめと今後の課題
第E部 山形県寒河江市方言オノマトベの形態と意味
第 7 章 山形県寒河江市方言オノマトペの概要
1 はじめに
2 山形県寒河江市方言の概要
3 山形県寒河江市方言オノマトペの形態的特徴
4 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマトペ辞
5 山形県寒河江市方言オノマトペの統語的機能
6 山形県寒河江市方言オノマトペの音韻的特徴
7 まとめと今後の課題
第 8 章 山形県寒河江市方言オノマトベのオノマトペ辞
l はじめに
2 オノマトペの語基について
3 共通語の非反復形とオノマトペ辞
4 共通語の非反復形におけるオノマトペ辞の
意味的機能
5 山形県寒河江市方言のオノマトペ辞
6 まとめと今後の課題
第 9 章 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマ
トベ辞「ラ」
1 はじめに
2 考察対象及び方法について
3 オノマトペ辞について
4 オノマトペ辞「ラ」の特徴
5 I ラ」による派生
6 ABAB 型と AB ラ AB ラ型の関係について
7 AB ラ AB ラ型の意味分類から見たオノマ
トペ辞「ラ」の意味用法
8 まとめと今後の課題
第10章山形県寒河江市方言オノマトペの派生
l はじめに
2 オノマトペ辞の定義
3 考察対象と調査方法
4 オノマトペ辞の意味
5 オノマトペ辞の意味から考察される派生
ルート
6 まとめと今後の課題
第11章 山形県寒河江市方言オノマトペの強調法
l はじめに
2 考察対象とするオノマトペ
3 オノマトペ辞と強調辞
4 強調辞の特徴
5 まとめと今後の課題
第N部東北方言オノマトベの形態と意味
第12章 東北地方の民話に見るオノマトペ後接辞
の用法
l はじめに
2 先行研究と本考察の意義
3 資料について
4 Iテ J と「ト」の用法
5 Iテ」と「ト」の地域差
6 まとめ
第13章 山形県・宮城県におけるグイラ・ボット
系オノマトベ
l はじめに
2 先行研究と本章の目的
3 調査の概要と結果
4 調査からの考察
5 まとめと今後の課題
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第14章東北方言から見た宮沢賢治のオノマトペ 第V部結論
1 はじめに 第15章本論文のまとめと今後の課題
2 資料について 1 本論文のまとめと結論
3 岩手県方言オノマトペについて 2 本論文における今後の課題
4 オノマトペの意味解釈について
5 慣習的オノマトペと臨時・創作オノマトペ 参考文献
6 宮沢賢治の童話のオノマトペ解釈 付録山形県寒河江市方言オノマトペ一覧
7 まとめ
8 今後の課題
第 I 部序論
第 1 章本論文の目的と方法
第 1 章では、本論文の方法と目的を述べた。オノマトペと方言オノマトペの定義から始め、方言オノ
マトペ研究の困難な理由を 4 点述べた。その上で本論文の目的を以下の 3 点に設定した。また、本章で
は山形県寒河江市における調査の概要も記した。
① 方言オノマトペ、特に東北方言オノマトペの全体像を把握し、特徴を明らかにする。
② l 地点(山形県寒河江市)における方言オノマトペの形態と意味の記述を行う。
③ 複数地点における調査により、東北方言オノマトペの地域差を見出す。
第 2 章 オノマトペに関する先行研究
第 2 章では、オノマトペに関する先行研究の流れを共通語と方言におけるものに分けてまとめ、本論
文の意義を示した。方言オノマトペ研究の現状としては、次の①~④が挙げられる。
① 方言オノマトペはオノマトペそのものの特徴を見るために重要である。このことについては、生
活に密着した但言としての方言は感覚的、非理性的な語葉であるオノマトペを研究するのに適して
いるという先行研究の指摘がある。
② 方言オノマトペ研究は、語の収集の困難さのため、共通語に比べて進んでいない。
③ その中でも特に遅れているのが、形態と意味における記述的研究である。
④ 方言オノマトペの使用が多いのは、東日本では東北地方であることが指摘されている。
以上を踏まえての本論文の意義は、次の 1~3 のようになる。
1. 東北方言においてオノマトペの使用が多いことが指摘されているが、東北方言オノマトペについ
ての研究は少なく、研究を行うこと自体に意義があるが、さらに方言オノマトペ研究において特に
不足していた詳細な記述的研究を行うこと。
2. 調査が困難であるとの問題をクリアして1.300以上の語を収集しているため、方言オノマトペの資
料としての価値が見出せること。
3. オノマトペの形態と意味について、方言オノマトペの視点から見ることによって、共通語を含め
たオノマトペ研究全般に対して新しい見方を示すこと。
第 3 章音象徴と東北方言オノマトペ
第 3 章では、音象徴についての筆者の考え方を紹介した。音象徴にはレベルがあることを指摘し、表
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1 のように、音声レベルにおける原初的音象徴、音韻レベルにおける対比的音象徴、語レベルにおける
語葉連想的音象徴の 3 つの音象徴を提唱した。方言と共通語の比較を考えた場合、そこに関わってくる
音象徴は 2 つである。 1 つは方言の音韻体系が共通語と異なることから音韻レベルの対比的音象徴、も
う l つは社会的・文化的基盤、そして慣習的に用いられる語の意味が異なるという点から語柔連想的音
象徴である。
範時化
第 E部東北方言オノマ卜ベの特徴
第 E部では、東北方言オノマトペの特徴について、まず第4章で一般的特徴を述べ、第 5 章で形態、
第 6 章で意味の特徴を考察したO
結合
〔表1)
有縁性の範囲 レJて yレ 音象徴の特徴
通言語的 音声レベル 原初的音象徴
個別言語的 音韻レベル 対比的音象徴語レベル 語葉連想的音象徴
第 4 章 東北方言オノマトペの一般的特徴
第 4 章においては、東北方言オノマトペの全般的な特徴をまとめた。本章において形態的特徴、統語
的特徴、意味的特徴について考察した結果、以下の①~⑩の方言オノマトペを研究するときの観点が考
えられた。
その方言独自の語音結合の型のもの(独自の語葉)の意味・用法
同じ語形でありながら共通語や他の方言と意味の違うものの意味・用法
語型(オノマトペの型を構成する要素:オノマトペ辞)の特徴
後接している助詞(後接辞)の用法
共起する語との組み合わせ
使用頻度による地域比較
強調法
音声の変化(音象徴による語音交替)から見る音象徴的特徴
語ごとの地域差
文学作品に現れる方言オノマトペ
①②③④⑤⑥⑦③⑨⑩ 
第 5 章 東北方言オノマトペの形態的特徴一一ABCB 型系・ ABCD 型系を中心に一一
第 5 章では、東北方言オノマトペの形態的な特徴として、特に独特な ABCB 型系、 ABCD 型系の変
則重なり型オノマトペについて論じた。変則重なり型オノマトペは一括りにされて区別がされてこな
かったが、語構成的観点から分類すると、( 1 )の 4 種類がある。
ア.前方語基型(後部語基語音変化; ABAB 型の後部の IAJ が変化する)
ABaB: Iエカホカ」←「エカエカ J (刺々しいこと。盛岡1) 
( 1 ) 
「盛岡」とするのは、中谷 (2010) に記載の語形である。
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イ.後方語基型(前部語基語音変化; ABAB 型の前部の IAJ が変化する)
aBAB: Iテタパタ J ←「パタパタ J (子供が素足で走る音・様。盛岡)
ウ.前後語基並立型( 2 語基組み合わせ)
AB + CB : Iデコボコ J (デコ+ボコ，寒河江)
エ 非独立語基型(語基を反復させた ABAB 型が存在しない)
ABCB: IアゴチャゴJ Iノラクラ J (寒河江)
そして、ア.において変則重なり語形となる過程においては「遊び」の要素があることを述べた。「ピ
タピタ」が「ピタカタ」となるような音韻による「遊び」が多いことこそが東北方言の特徴である。加
えて、この変則重なり語形を構成する語音には地域差があるような語も見られた。「アフラアフラ」か
ら音が変化した語について、寒河江市では「アフラタフラ」、宮城県では「アフラトフラ」となるといっ
た例カ宝ある。
語構成の観点から分類を行ってきての考察の結果は、 (2 )の 4 点にまとめられる。
( 2 ) ① ABCB 型は前方語基型と前後語基並立型の 2 種類に分かれるが、前後語基並立型は語構
成的には ABCD 型の 2 語基並立型に分類される。
② AB ラ CB ラ型は派生の観点から 6 種類に分けられるが、実際に寒河江市方言に見られる
のは、 AB ラ AB ラ型経由、 ABCB 型経由、 AB ラ CB ラ型が基本となるものの 3 種類である。
② ABCD 型においては、前後の語基の並立型と一方の語基が従属するものとがあるが、「ラ」
によって AB ラ CD ラ型に派生するのは語基並立型のみである。
④ ABCB 型の前方語基型の IC (a) J と ABCD 型の l 語基従属型の ICDJ は遊び的な要素
であり、発音のしにくさを回避する役割と、直接的な語音を避けて意味をやわらげ、場合に
よってはからかいの度合いを強める働きを持つ。
第 6 章 東北方言オノマトペの意味的特徴
第 6 章は、東北方言オノマトペの意味的な特徴を論じたものである。音象徴に頼った感覚的な解釈に
偏りがちなオノマトペの意味解釈を、東北方言オノマトペを共通語のオノマトペと比較することによっ
て特徴を見出し、分類した結果が次の(3 )である。
( 3 ) 1 形態によるオノマトペの意味
① 象徴概念的意味: Iノンノン」など特有の語形から来る特有の意味
② 語型的意味: Iバダラバダラ」など語型から来る意味
③ 音象徴 ;a 原初的音象徴、 b. 対比的音象徴、 c. 語柔連想的音象徴
E 形態によらないオノマトペの意味
④ 慣習的意味: Iワラワラ」など慣用的使用によって形成される特有の意味
⑤ 用法・修辞的意味: Iダラダラ」が濡れたことを表すなど拡張された意味
一般語棄においては意味分析が普通のように行われている。しかし、オノマトペに関しては通時的な
意味の変遷以外の意味研究はほとんど行われていない。本章において、オノマトペの意味のレベル、種
類を僅かなりとも見出したのは、方言、共通語のオノマトペ研究のどちらにおいても意義のあることだ
と考えている。
第E部 山形県寒河江市方言オノマトベの形態と意味
第E部は、東北地方の中の l 地域、筆者の出身地である山形県寒河江市方言に焦点を絞っての記述的
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研究である。 1 地域における記述的研究を行うことで、意味との関係を含めながら、主に形態面での特
徴の全体像を明らかにすることが目的である。
第 7 章 山形県寒河江市方言オノマトペの概要
第 7 章は、山形県寒河江市とその方言の概要、とくに音韻的な特徴を述べ、寒河江市方言オノマトペ
における特徴を、東北方言オノマトペの特徴を述べた第4章と同様、全体的に紹介した。形態的、そし
て形態の中でも、より特徴的な要素「ラ」を含むオノマトペ辞、統語的特徴、意味的特徴の各観点から
詳細にまとめた。
第 8 章 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマトベ辞
第 8 章では、オノマトペの形態の枠組みとなるオノマトペ辞について、その意味機能を中心に論じた。
オノマトペ辞とは、 Waida (1984) の Onomatopeia Markers 即ちオノマトペ標識の中でも、辞的要素
について呼称するものである。共通語のオノマトペにおいては、促音、援音、「リ」、そして反復の 4 種
が主に用いられる。一方、山形県寒河江市方言には「ラ J という要素が見られる。オノマトペ辞は語基
に付加されオノマトペを語として成立させるものであり、寒河江市方言の「ラ」もまた生産的にオノマ
トペ辞としての機能を果たすものである。ちなみに、共通語では「うつらうつら」などに僅かに残って
いるだけで、現在で、は生産性を失っている。
このオノマトペ辞の意味については、促音は動きの急激さを表すが、語基が動きを表さないものの場
合には意味が透明性を持ち、韻律的調整機能を持つのみとなる。援音は動きの終了の段階に着眼してい
るが、動きの終了の様子は暖昧となり、それゆえ「余韻」という解釈が生まれる。「リ」に関しては、
通常動きの終了段階において、その動きが終了したことを表すものであるが、寒河江市方言では後接辞
「ト」を伴わずに、「急にJ 1すぐに」といった意味を持つことがあることを述べた。「ラ」は 9 章で主に
論じた。
第 9 章 山形県寒河江市方言オノマトペのオノマトベ辞「ラ J
第 9 章では、第 8 章のオノマトペ辞に関する論をさらに発展させ、東日本に特徴的だとされるオノマ
トペ辞「ラ」に着眼して、その意味をオノマトペの形態が派生するルートと絡めながら考察を行った。
オノマトペ辞「ラ」は、意味として程度の拡大とマイナス評価の拡大という 2 つの拡大の意味機能を
有している。そのため派生前段階は語レベルであり、「ラ」が付加される前の語が程度'性を持っているか、
マイナス評価を持っているかによって、その拡大される意味が異なってくることを述べた。語基「ゴロJ
に関しては、非反復形 IAB ラ」を重ねたlIAB ラ J x 2 f は程度が拡大され、反復形 1ABABJ に「ラ」
を挿入する 11ABABJ + 1 ラ Jf は ABAB 型が持つマイナス評価が拡大される。また、 ABAB 型から
AB ラ AB ラ型への派生において、なぜ AB ラ AB ラ型に派生しない ABAB 型が存在するのかという
疑問に関して、慣習化という概念を提起した。その語が既に語のレベルで固定(慣習化)しているオノ
マトペが存在し、その場合はオノマトペ辞による形態展開は行われないとした。
さらに、従来のオノマトペの描写対象の分類、擬音、擬態、擬容、擬情に対して、擬態の中身を動き
を持つ擬動と動きを持たない擬態とに分け、以下 A~E の 5 分類とした。
A. 擬音:音を描写するものO 擬声もここに入れる。
B. 擬動:動きを描写するものO 人の動きもここに含める。
c. 擬態:物などの状態を描写するものO
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D. 擬容:人の状態を描写するものO 表情、ものを言う様子、体型、態度など。
E. 擬情:感覚を描写するものO 感情を描写するものは AB ラ AB ラ型にはない。
本章では以上の 5 分類のうち A. 擬音、 B. 擬動、 E. 擬情に焦点を絞り、語レベルにおいて程度性とマ
イナス評価を持つ場合において、どちらが優先的に拡大されるかを考察した。考察の結果が表 2 である。
表 2 においては、矢印の元のほうが優先される側、矢印の先のほうが二次的に拡大される側である o
E 擬情のイコールは、マイナス評価と程度の拡大が一体的に拡大されるものである。
〔表2)
意昧分類 程度の拡大 マイナス評価
話し手の意図による誇張表現 音の発生源となる人への批判A. 擬音 不快感の提示
程度の拡大 • マイナス評価
動作の大きいこと 動作そのものへの評価
B. 擬動 かかる時間の長いこと 動作主べの評価は副次的
程度の拡大 • マイナス評価
不快さを感じるほどの 皮膚感覚・食感の不快さE.擬情 皮膚感覚・食感
程度の拡大 マイナス評価
第10章 山形県寒河江市方言オノマトペの派生
第10章では、第 8 章と第 9 章を踏まえ、語基からオノマトペ辞によってオノマトペが形作られていく
過程、即ち派生過程を考察した。「ラ」が AB ッ型もしくは ABAB 型の語レベルのものにしか付加され
ないことから、語基に直接付加され語レベルを形成する促音と反復辞を I 類オノマトペ辞とした。援音、
「リ」、「ラ」は E類オノマトペ辞として分類し、 I 類によって作られた AB ッ型、 ABAB 型に付加され
る第 2 段階の形態を派生する。この第 2 段階までの形態を基本形として、一般語棄にも見られる促音や
長音などの強調的な臨時語を作る要素を E類として分類した。基本形は意味変化の場となり、臨時形の
基盤となるものである。一方、 E類は比較的自由に入り、オノマトベの語形の雑多な状況を作っている。
これを図にしたのが図 l である。
〔図1)
コロ
( 1 類〕
基本形
コロン
ゴロリ
コロラ
ゴロンゴロン
ゴロリゴロリ
ゴロラゴロラ
( 11 類〕
+ 
強調辞
三五甘コヨ三
日口~日
変化
など
( 111 類〕
さらに、意味変化に伴い派生形の種類が減少していくことを指摘した。下の図 2 は語基「ゴロ」の派
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生を表したものであり、 (M 1 J から (M2 J に派生する際、単形「ゴロッ」は引き継がれず、その結
果「ゴロッ」から派生する「ゴロンJ r ゴロリ J r ゴロラ」が派生されなくなることを表した図である。
このように意味と派生形との関連を示した。なお、 A ッ B リ型、 A ン B リ型、 A ッ B ラ型等、語基の
聞に促音または援音が挿入される形は今後の課題としてある。
〔図 2J (M1J 
ゴロラゴロラ
>K 
ゴロラゴロラ
--.形態、派生 ー惨:意味派生 X: 派生なし 一一:語形なし
(M1] : r ゴロッと転がる J ;転がる様子を表す。
(M2J : r ゴロゴロと怠ける J ; M1 から転じて怠けている様子を表す。
第11章 山形県寒河江市方言オノマトベの強調法
第11章では、多く強調を表す第E類の要素について述べた。章題を強調法としたのは辞的要素と音声
的要素とが存在し、等質なものではないからである。ここでは特に辞的要素のうち長音、促音、援音を
強調辞と呼び、これらに絞って考察を行い、それぞれが付加あるいは挿入される位置の規則や条件、付
加あるいは挿入されたことによって生み出される臨時的な意味などを簡単に述べた。結果として単形と
複形それぞれ以下の (4) (5) のように特徴をまとめた。
(4 ) ① オノマトペ辞前長音 (rラ」の場合は随意的に生起する促音の前)
意味: (動作性あり〕基本形の意味によって、動きの緩慢さまたは急激さを表す。
〔動作性なし〕評価的な強調を表す。
② 語基音関長音/促音/援音(一部のみ)
意味:動作の時間的長さを表す。一部は状態性を帯びることがある。
基本語形末促音/楼音 + 長音挿入
意味:評価的な強調を表す。
( 5 ) ① 語基の 1 拍日と 2 拍目の間への強調辞挿入
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A. 2 カ所に入れる • 描写的強調辞
B. 1 カ所に入れる • 程度評価的強調辞
② 前部と後部の間への長音挿入(基本語形に「ラ J を含むとき)
• 時間的長さへの不快感を伴った程度評価的強調辞
第N部東北方言オノマ卜ベの形態と意味
第N部では再び東北地方全域へと視点を戻し、東北方言オノマトペにおいて特に特徴的な形態と意味
に関わる問題について考察した。
第12章 東北地方の民話に見るオノマトペ後接辞の用法
第12章は、後接辞「ト」と「テJ の使用についての問題である。「ト」と「テ」については、オノマ
トペ研究においては詳しく触れられたことはない。しかし、東北方言オノマトペにおいて使い分けがあ
り、この使い分けについて青森、宮城、山形の民話を資料として考察を行った。考察の結果を一言で言
えば、「テ」は描写性が強いオノマトペに付き、聞き手にイメージを喚起させる提示用法が主となり、
「ト」は修飾する動詞が表す描写内容を指定するとなる。それぞれの用法を全て示すと以下のようになる。
<rテ」の用法〉
A. 修飾用法
① 様態副詞的用法 (動作動詞と共起)
② 移動の際の声や音を表す用法 (移動動詞と共起)
③ 声や音の内容を表す用法 (発声・発音の動詞と共起)
④ 存在の様子を描写する用法 (存在動詞と共起)
⑤ 直接アスペクト形式を伴って状態を表す用法 (テダを後接)
B. 非修飾用法
① 後続動詞省略用法
② 付帯的様態提示用法
③ 被評価・評価理由様態提示用法
④ アスペクト形式後接提示
<r 卜」の用法〉
A. 修飾用法
① 様態副調的用法 (動作動詞と共起)
② 移動の様子を表す用法 (移動動詞と共起)
③ 声や音の内容を表す用法 (発声・発音の動詞と共起)
④ スル動調の動作を表す用法 (スルと共起)
⑤ 結果副詞的用法
B. 非修飾用法
文中・付帯的様態指定
スル動詞化
第13章 山形県・宮城県におけるグイラ・ボット系オノマトペ
第13章は、グイラ・ボット系オノマトペについて地域差を含めた考察を行った。グイラ・ボット系オ
可
Eム
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ム
ノマトペとは、「グイラ雨降ってきたJ rボット予定なくなったJ など、「急に」等とほぼ同じ意味を持ち、
オノマトベの特徴である具体的描写性が薄れている語群である。これについて寒河江市での少人数調査、
気仙沼市での多人数調査、山形県・宮城県の県境地域における陸羽東線グロットグラム調査の 3 つの調
査をもとに、オノマトペの具体的描写性の希薄化の様相を記述した。
地域差としては、山形県側と宮城県側に語形の違いが見られることがあり、また具体的描写性が強く
オノマトペらしい語ほど広域に分布し、具体的描写性が薄れた語ほど狭い地域の分布となっている点を
指摘した。さらに、気仙沼市という比較的狭い地域の中においては個人差のパターンが 3 つに分かれて
出てきていた。様々な語をまんべんなく使用し、場面ごとに使い分けながら使用しているタイプ A、 l
語または 2 語程度をすべての場面に汎用的に使用しているタイプ B、最後にグイラ・ボット系オノマト
ペをほとんど使わなくなっているタイプ C という 3 タイプである。特徴的なタイプ B のみ表 3 として
示す。
〔表3)
Info.No. 問 No. ぼっと ぽっぽり ぽっぽら びらっと びらり ぐいら ぐえら げあら げあり げらり ずらり 使用無
。
2 。
高女
3 。
75 。
松崎中瀬 4 
5 。
6 。
気仙沼市における世代間での使用タイプの変化は以下の図 3 のようになる。
(図3) 高年層:タイプA(様々な語を使い分けるタイプ)が最も多い。
ζユ
中年層:タイプ B (汎用的に用いるタイプ)やタイプ c (使用が少ない)が増加してくる。
ζユ
若年層:使用する話者の中ではタイプ c (使用が少ない)が最も多い。
ζユ
少年層:全く使用しない話者が半数を超える。
第14章 東北方言から見た宮沢賢治のオノマトベ
第14章は、宮沢賢治のオノマトペと方言オノマトペとの比較である。従来、賢治の創作とされ、音象
徴的意味にまで遡って解釈されてきた賢治のオノマトペについて、賢治と同時代の民話『聴耳草紙J を
中心に、実際に使用された方言オノマトペと比較することで、賢治のオノマトペについて新たな解釈を
示した。第14章では「ペカペカ J rニカニカ J rノンノン」という 3 語について分析した。
「ペカペカ」は従来、共通語オノマトペ「ぴかぴか」に対して、[ i )を[ e J することによって光量
を減じたものだという従来の解釈に対し、民話に「ペカッと消える」という用例があり、消えることに
特徴のある光であるとの解釈を示した。「ニカニカ」は下品な笑い方とされていたが、『聴耳草紙J に「そ
れを聴いて姫様は初めてニカニカと笑った (52話)J との例があることから、東北地方に「ニガニガ」
という語が行われていて「抑えた感じ」の笑い方に対する晴れやかな笑い方であるとした。「ノンノン」
については、「稲扱器械J の動く音を表す擬音語とされてきたが、中谷 (2010) に「雪ぁ、ノンノンど
つ臼門
i
? ?
降ってきた」の用例、『秋田のことば』に「勢いのよいさま。盛んなさま= rのんのん』岩手」との記
述があることから、音だけではなく、勢いのよさを表す擬態語でもあると指摘した。このように原初的
音象徴からのみで、は見えてこないオノマトペの意味があることを示した。
第V部結論
第15章 本論文のまとめと今後の課題
第15章では、本論文のまとめと今後の課題をまとめた。
まず、本論文の結論は次に挙げた①~③の 3 点である。
① 東北方言オノマトペの全体像を把握し特徴を明らかにすること、及び複数地点における調査によ
り、東北方言オノマトペの地域差を見出すことについては、例えば ABCB 型系の構成語音、「ノン
ノン」の意味など、地域差を示唆する指摘を行い、形態・意味双方から広域での考察が可能な観点
を挙げた。
② 1 地点(山形県寒河江市)における方言オノマトペの形態と意味の記述を行うという目的につい
ては、形態の派生と意味との関係についてオノマトペ辞を重視して考察を行った。派生の段階によ
る分類、臨時語を作る要素 (ill類)との区別など、今後に繋がる概念を提起した。また意味と派生
との関わりについては、意味の派生の段階が進むと派生形が少なくなり、形態の派生と関連がある
ことを指摘した。意味との関わりについては精査が必要な点ではあるが、一つの可能性にはなると
予想している。
③ さらに、音象徴について音声レベルの原初的音象徴、音韻レベルの対比的音象徴、語レベルの語
柔連想的音象徴に 3 段階のレベルがあることを述べ、混沌としていた音象徴について一つの見方を
示した。
次に、今後の課題として①~④の 4 点を挙げる。
① 本論文を作成するに当たり、山形県寒河江市方言オノマトペの収集を行ったが、これが全てでは
ない。どこまでを基本形として認定するのかについて、オノマトペ辞の定義を固めることによって、
より精査した一覧を作成したい。
② 形態面における分析の強化。本論文では1つあるいは少数の語基について見てきたが、 l つの語
基における形態のさらなる分析、もしくは多数の語基を扱って考察することによって、より精綴な
ものとしていきたい。
③ 意味の分析。第 6 章で簡単に分類したが、さらにオノマトペの意味について掘り下げていける可
能性を感じている。
④ 地域差の問題。本論文ではl地域における記述研究がメインとなっているため、今後は山形県寒
河江市における記述研究で明らかにしたことに基づき、東北地方に限らず、他の地域におけるオノ
マトペにも目を向け、オノマトペの地域差のありょうを見る。
本論文の意義として、東北方言オノマトペの特徴の全体像を示し、また資料として山形県寒河江市方
言に特徴的な900語弱のオノマトペ一覧を載せることで、今後の方言オノマトペ研究に資することがで
きるのではないかと考える。以上を述べて本論文の要旨とする。
要旨参考文献
秋田県教育委員会編 (2000) r秋田のことばJ 無明舎出版
佐々木喜善 (193 1) r聴耳草紙』三元社(筑摩叢書版1964、ちくま学芸文庫版2010)
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中谷員一 (2010) r盛岡の擬容語(擬態語・擬音語)辞典』自費出版
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論文審査結果の要旨
本論文は、東北方言、中でも提出者の出身地である山形県寒河江市方言におけるオノマトペの形態と
意味について詳細に記述・分析したものであるが、全体は「序論J (3 章構成)、「東北方言オノマトペ
の特徴J (3 章構成)、「山形県寒河江市方言オノマトペの形態と意味J (5 章構成)、「東北方言オノマト
ペの形態と意味J (3 章構成)、「結論」という構成から成っている。
「序論J では、本論文の目的・方法、オノマトペに関する先行研究、オノマトペと音象徴との関わり
について論じているが、特に、音象徴論がこれまでのオノマトペ研究に果たした功罪と、音象徴のレベ
ルを新たに 3 段階に分けた点が新しい。
「第 E部東北方言オノマトペの特徴J では、第 4 章で東北方言オノマトペの一般的特徴、第 5 章で東
北方言に特徴的な ABCB 型系. ABCD 型系オノマトペの形態的特徴について論じ、第 6 章で東北方言
オノマトペの意味を考える際の本論文の基本的な立場を提示している。
「第E部山形県寒河江市方言オノマトペの形態と意味」は、本論文の中心的な部分である。第 7 章で
は同地域のオノマトペの概要を述べ、第 8 章では様々なオノマトペ辞の用法について記し、第 9 ・ 10章
では、それを承け、同地域に特徴的なオノマトペ辞ラを有するオノマトペを取り上げ、 ABAB 型と AB
ラ AB ラ型とを比較することなどを通して、ラの意味を「程度の拡大J Iマイナス評価」と位置づける
とともに、語基「ゴロ」を有する一群のオノマトペ(ゴロ・ゴロン・ゴロラ・ゴロゴロ・ゴロラゴロラ
等)の派生図を描いている。第11章は、オノマトペの強調法について論じている。
「第N部東北方言オノマトペの形態と意味」では、再び東北方言全体に戻り、第12章で後接辞テとト
の相違、第13章でグイラ・ボット系オノマトペの意味・用法について論じている、第14章は、独創的と
評されることの多い宮津賢治のオノマトペの方言性についての指摘である。
本論文は、従来、共通語が中心であったオノマトペ研究に、方言、特にオノマトペが豊かであると言
われる東北方言オノマトペの意味・用法に関する詳細な記述と分析を加えるとともに、音象徴論からは
一線を画した厳密な意味での言語研究としてのオノマトペ研究という自覚の下に、従来、ほとんど論ぜ
られることのなかったオノマトペ聞の派生関係を、形態と意味とを適宜絡ませることによって、一部明
らかにしており、そのことの有する意義は非常に大きい。さらに、巻末の「山形県寒河江市方言オノマ
トペ一覧」は一種の方言オノマトペ辞典であり後進の研究者にとって有用である。共通語をも含めた今
後のオノマトペ研究に対する意義、それに方言研究における新しい研究テーマへの道を切り開いたとい
う点で、斯界の発展に大きく寄与するものと言えよう。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
-174-
